
　本書は、貨幣史や、為替制度、資本移動の自
由化、国際通貨制度など、様々な角度から人民
元を分析している。著名な経済学者で中央銀行

の貨幣（金融）政策委員会の委員も務めている著者が理論と政策
の双方を熟知するという優位性を十分発揮した一冊である。
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